
始
ま
り
を
意
味
す
る
と
強
調
。
三
村
県
政
の
原
発
・

核
燃
推
進
の
姿
勢
を
厳
し
く
批
判
し
ま
し
た
。

　

県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー
は
、
隣
り
に
あ
る
国
際
核

融
合
研
究
開
発
セ
ン
タ
ー
を
運
営
す
る
量
子
科
学
研

究
開
発
機
構
と
同
じ
よ
う
に
国
の
責
任
で
設
置
す
べ

き
も
の
。（
県
が
58
億
円
の
施
設
と
放
射
線
医
療
機

器
を
多
額
で
購
入
）
ま
た
、
原
子
力
に
対
す
る
見
解

は
別
に
し
て
、
青
森
県
原
子
力
人
材
育
成
研
究
開
発

拠
点
施
設
の
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
原
子
力
科
学
の
人

材
育
成
に
つ
な
が
る
の
か
極
め
て
疑
問
で
す
。

　

２
０
１
５
年
に
「
医
療
保
険
制
度
改
革
法
」
の
成

立
で
、
18
年
か
ら
国
保
の
財
政
運
営
の
責
任
を
都
道

府
県
に
移
行
し
ま
す
。
国
保
は
、
高
齢
者
や
低
所
得

者
層
が
多
く
加
入
し
、
高
す
ぎ
る
保
険
料
が
障
害
に

な
っ
て
い
ま
す
。
市
町
村
に
「
標
準
保
険
料
率
」
が

要
請
さ
れ
、
保
険
料
ア
ッ
プ
の
懸
念
が
あ
り
ま
す
。

　

県
税
条
例
の
一
部
改
正
は
平
成
31
年
10
月
の
消
費

税
10
％
の
再
延
長
時
期
に
伴
う
も
の
で
す
。
日
本
の

景
気
は
、
消
費
税
が
８
％
に
引
き
上
げ
ら
れ
落
ち
込

ん
で
い
き
ま
す
。
10
％
へ
の
２
回
の
延
期
は
そ
れ
を

証
明
し
て
い
ま
す
。
10
％
へ
の
増
税
は
中
止
し
、
消

費
税
に
頼
ら
な
い
別
な
道
へ
転
換
す
べ
き
こ
と
を
強

調
し
ま
し
た
。

　

昭
和
59
年
６
月
議
会
で
議
決
し
た
の
は
、
料
金
徴

収
期
間
を
30
年
間
と
す
る
。（
共
産
党
は
有
料
化
に

反
対
）
こ
れ
は
、
議
会
自
身
と
県
民
へ
の
約
束
事
で

あ
り
守
ら
れ
る
べ
き
も
の
。
し
か
し
、
見
通
し
の
甘

さ
の
反
省
も
県
民
へ
の
謝
罪
も
あ
り
ま
せ
ん
。

（1）　2017年4月
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青
森
県
議
団
便
り

県議団だよりと県政への
ご意見をお寄せ下さい

3月県議会3月県議会
2月22日～3月22日2月22日～3月22日

　

３
月
定
例
県
議
会
は
２
月
22
日
か
ら
３
月
22
日
ま

で
開
か
れ
、
一
般
質
問
に
は
、
安
藤
議
員
が
、
追
加

議
案
と
予
算
特
別
委
員
会
の
質
疑
に
は
、
松
田
議
員

が
、
当
初
議
案
の
質
疑
と
一
部
反
対
討
論
を
す
わ
議

員
が
行
い
ま
し
た
。

　

弘
前
市
立
病
院
と
国
立
弘
前
病
院
の
統
合
問
題
、

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
拡
充
、
喫
煙
防
止
対
策
、
も

ん
じ
ゅ
廃
炉
と
核
燃
サ
イ
ク
ル
、
量
子
科
学
セ
ン

タ
ー
、青
森
空
港
有
料
道
路
徴
収
期
間
の
再
延
長
等
、

論
戦
に
挑
み
ま
し
た
。

弘
前
市
立
病
院
と
国
立
弘
前
病
院
の
統
合
で
よ
い
の
か

弘
前
市
立
病
院
と
国
立
弘
前
病
院
の
統
合
で
よ
い
の
か

弘
前
市
立
病
院
と
国
立
弘
前
病
院
の
統
合
で
よ
い
の
か

（無＝古村）

主
な
る
議
案
・
意
見
書
の
賛
否

〇
賛
成　×

反
対
共
産
自
民
民
進
公
明
青
和

無

平
成
29
年
度
青
森
県
一
般
会
計
予
算
（
案
）

青
森
県
量
子
科
学
セ
ン
タ
ー
条
例
案

国
保
の
都
道
府
県
化
へ
の
運
営
協
議
会
の
設
置
条
例
案

県
立
病
院
の
病
床
削
減
条
例
案

学
校
教
職
員
の
削
減
条
例
案

青
森
県
人
事
委
員
会
委
員
、
監
査
委
員
選
任
の
件

青
森
空
港
有
料
道
路
の
10
年
延
長
条
例
案

農
業
者
戸
別
所
得
補
償
の
復
活
求
め
る
意
見
書

海
洋
ゴ
ミ
の
処
理
推
進
を
求
め
る
意
見
書

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の
更
新
制
導
入
の
意
見
書

無
料
公
衆
無
線
L
A
N
の
整
備
促
進
の
意
見
書

採　

択

採　

択

採　

択

採　

択

採　

択

採　

択

採　

択

不
採
択

採　

択

採　

択

採　

択

×××××

〇

×

〇〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

×

〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

×

〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

×

〇〇〇

〇〇〇〇〇〇〇

×

〇〇〇

×××××

〇

×

〇〇〇〇

議案に対する一部反対討論「構造的問題」の根本にあるものは
　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
知
事
説
明
で
は
、「
我

が
国
で
は
、
世
界
各
国
の
政
治
、
経
済
、
社
会
の
情

勢
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
経
済
の
先
行
に
不
安
を
抱

え
る
中
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
社
会
保
障
費

は
膨
ら
み
、
国
・
地
方
の
基
礎
的
財
政
収
支
の
赤
字

額
は
想
定
を
上
回
り
、
長
期
債
務
残
高
も
年
々
増
え

続
け
て
い
ま
す
。」
と
し
「
私
は
、
こ
う
し
た
構
造

的
問
題
を
決
し
て
先
送
り
せ
ず
、
真
正
面
か
ら
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。」
と
述
べ
ま

し
た
。
そ
こ
で
重
要
と
な
る
の
は
、「
構
造
的
問
題
」

の
根
本
に
は
何
が
あ
る
の
か
、
そ
の
解
明
と
そ
れ
へ

の
対
応
方
針
を
も
た
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

い
ま
、
日
本
の
社
会
は
、
国
民
の
所
得
が
全
体
と

し
て
低
下
し
、
中
間
層
の
疲
弊
が
深
刻
で
青
森
県
も

そ
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
。
大
企
業
の
リ
ス
ト
ラ

と
正
社
員
の
削
減
、
非
正
規
雇
用
の
増
大
で
低
賃
金

労
働
者
が
増
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
純
金
融
資
産
５

億
円
以
上
の
超
富
裕
層
の
１
人
当
り
保
有
金
融
資
産

は
２
倍
の
16
・
３
億
円
に
も
な
り
、
日
銀
の
異
次
元

金
融
緩
和
や
３
年
間
で
４
兆
円
企
業
減
税
で
大
企
業

は
「
史
上
最
高
益
」
を
更
新
し
て
い
ま
す
。
こ
の
歪

み
を
正
す
上
で
、
国
レ
ベ
ル
の
政
策
転
換
を
は
か
ら

な
け
れ
ば
、
地
方
は
守
れ
な
い
こ
と
を
明
確
に
す
る

必
要
が
あ
り
、
残
念
な
が
ら
三
村
県
政
は
こ
の
視
点

が
稀
薄
で
す
。
ま
た
、「
も
ん
じ
ゅ
」
の
廃
炉
と
福

島
の
廃
炉
費
用
22
兆
円
は
、
原
子
力
行
政
の
終
り
の

三
村
県
政
は
そ
の
視
点
が
稀
薄

国
の
責
任
で
設
置
す
べ
き
も
の

保
険
料
ア
ッ
プ
の
懸
念

消
費
税
10
％
の
再
延
長
に
伴
う
も
の

空
港
有
料
化
の
議
決
と
は

討論を行うすわ議員（3月22日）

　すわ議員は、この一年間、東通原発等
の30K圏内の避難計画は機能するのか。
日本原燃の保安規定違反はなぜ繰り返さ
れるのか。マイナンバー制度の弊害等を
質してきました。とくに、南スーダンへ
の自衛隊派遣を許さない論陣を張りまし
た。航空自衛隊三沢基地に配備されるグ
ローバルホークやF-35Aステルス戦闘機
は、米軍所有から自衛隊に肩がわりさせ、
F-35は米国より2倍高い180億円で日本
が購入することになる。集団的自衛権の
行使も武器の輸出も、南スーダンへの派
遣も全て海外展開であり、日本の国を守
るためでも国民の命を守るためでもない
ことが一層明らかとなっている。武力攻
撃事態法の事態とは予測の段階から発動
し、軍事緊張を一気に高めることになる。
「経済の軍事化」が進み「死の商人」が頭
をもたげる時代に入っていることを警告
し続けてきました。

日本と国民を守るのではなく
海外展開にまきこまれる

総務・企画・危機管理委員会から

　一年間安藤議員は、毎月の委員会で質
問をしてきました。２月と３月に取り上
げた問題の一部をご紹介します。
　日本学術会議が国からの検討依頼を受
けて行った提言「高レベル放射性廃棄物
を数十年から数百年にわたり長期保管す
る場所の研究に要する約50年を暫定保管
する」について、質しました。エネルギー
総合対策局長は「国のサイクル方針はゆ
るぎないもので、学術会議の提言は政策
変更も視野に入れて、使用済み燃料その
ものも暫定保管とするもので基本方針と
は合わない」と答弁しました。あくまで
も核燃サイクルに固執する立場を示しま
した。パワハラ問題について労働委員会
と労政能力開発課に対し質し「過去５年
間で９件受け付けた。助言・指導権限の
ある労働局へ案内している」「パワハラの
予防と対策の周知啓発を行っている」等
と答弁されました。

高レベル放射性廃棄物の暫定
保管・パワハラについて質す

商工労働観光エネルギー委員会から

　松田議員は１月20日の農林水産委員会
でスルメイカについて質問しました。
質問：スルメイカは、八戸沖トロールと
日本海の中型船による漁が中心ですが、
八戸沖特に小型イカ釣りは厳しい。その
影響を受けて、水産加工業の経営が深刻、
スルメイカの漁獲状況と見通し、スルメ
イカ資源の持続的利用についての県の取
り組みについて伺う。
水産振興課長答弁：凍結せずに陸揚げさ
れているスルメイカの昨年１月から10月
までの漁獲量は11,637トンで過去5か年
平均比で57％。国立研究開発法人水産研
究機構では冬の東シナ海の水温低下のた
めに産卵後の生き残りが少なかったこと
が著しい不漁の原因とみている。資源回
復と漁業経営を両立させるために昨年末
から国とともに『太平洋沖合海域におけ
るスルメイカ資源の利用に関するあり方
検討会』を開催。加工業者も検討会に加え、
方策を検討していきます。

スルメイカの漁獲状況と
見通しについて質す

農林水産委員会から

新
し
い
所
属
委
員
会

平
成
29
年
度

環境厚生委員会

農林水産委員会

商工労働観光エネルギー委員会

松田　　勝 議員

安藤はるみ 議員

すわ　益一 議員

●原子力・エネルギー対策特別委員会　●広報図書委員会

●議会運営委員会　●新幹線・鉄道問題対策特別委員会

●原子力・エネルギー対策特別委員会　●議員定数等検討委員会

弘前市立病院（写真：県医療薬務課提供）

　

健
康
福
祉
部
長
は
、「
弘
前
市
、
国
立
病

院
機
構
、
弘
前
大
学
と
県
の
４
者
で
統
合
の

具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
、
早
期
に
合
意
形

成
が
図
ら
れ
る
よ
う
議
論
を
重
ね
て
お
り
、

新
た
な
中
核
病
院
の
整
備
が
進
む
よ
う
取
り

組
む
」
と
答
え
ま
し
た
。

現
在
「
合
意
形
成
中
」

現
在
「
合
意
形
成
中
」

　

西
北
地
域
の
中
核
病
院
と
し
て
整
備
さ
れ

た
つ
が
る
総
合
病
院
で
は
、
救
急
外
来
の
集

中
で
医
師
・
看
護
師
等
の
過
重
労
働
が
問
題

に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
、
同
じ
轍
を

踏
む
こ
と
に
な
る
の
で
は
と
警
告
し
ま
し
た
。

中
核
病
院
の
現
状
を
ど
う
見
る
か

中
核
病
院
の
現
状
を
ど
う
見
る
か

　３月22日、議会最終日に議長、
副議長から「一身上の都合により
辞職したい」との辞職願いが提出
されました。議長、副議長の任期
は４年と地方自治法に定められて
います。例外は、体調を壊し任務
が全うできない場合だけです。自
民党は数を力に肩書き欲しさのた
らいまわしを繰り返してきまし
た。議長、副議長職は県民の側に

立ち県行政をチェックし、国が悪
政を押しつけているとき、全国、
東北議長会がそれをくい止める力
を発揮すべきです。議長、副議長
には、それにふさわしい議員を選
ぶべきです。党県議団は、たらい
まわしは許されないと撤回を求め
ました。選挙になった以上、議長
は、すわ、副議長には安藤を記載
し投票しました。

国の悪政をくい止めるにふさわしい議長を

　

青
森
県
は
２
０
１
６
年
３
月
に
地
域
医
療

構
想
を
策
定
し
、
同
年
10
月
７
日
に
開
催
さ

れ
た
津
軽
地
域
対
象
の
地
域
医
療
構
想
調
整

会
議
で
「
津
軽
地
域
に
お
け
る
病
院
の
機
能

分
化
・
連
携
の
方
向
性
」
と
し
て
「
弘
前
市

立
病
院
と
国
立
弘
前
病
院
の
機
能
を
統
合
し

た
中
核
病
院
整
備
」
案
を
提
案
し
ま
し
た
。

提
案
の
段
階
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
す
で
に

決
定
し
た
か
の
よ
う
な
突
然
の
報
道
に
、
市

民
や
関
係
者
は
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
今
回
弘
前
市
選
出

の
安
藤
議
員
が
公
立
病
院
の
も
つ
役
割
を
放

棄
さ
せ
て
い
い
の
か
と
い
う
立
場
で
「
統
合

案
の
撤
回
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

国
は
公
立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
「
地
域

医
療
構
想
を
踏
ま
え
た
役
割
の
明
確
化
」
を

加
え
、
在
宅
医
療
な
ど
の
受
け
皿
が
不
十
分

な
ま
ま
ベ
ッ
ド
削
減
あ
り
き
で
進
め
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
病
床
数
が
こ
れ
ま
で
は
２
病

院
の
合
計
５
９
２
だ
っ
た
の
を
４
４
０
か
ら

４
５
０
に
す
る
計
画
で
す
。し
か
し
、現
在
の

稼
働
率（
71
・
2
％
）は
潜
在
的
な
需
要
や
平

均
在
院
日
数
の
短
縮
が
迫
ら
れ
て
い
る
結
果

で
あ
り
、
こ
れ
ら
が
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
と

指
摘
。こ
れ
に
対
し「
津
軽
地
域
は
病
床
過
剰

地
域
で
あ
り
患
者
さ
ん
が
行
き
場
が
な
く
な

る
と
は
考
え
て
い
な
い
」と
答
弁
し
ま
し
た
。

行
き
場
の
な
い
患
者
出
る
恐
れ
あ
り

行
き
場
の
な
い
患
者
出
る
恐
れ
あ
り



　

県
の
地
域
医
療
構
想
（
青
森
地
域
）

で
は
、
平
成
37
年
ま
で
に
９
０
７
床
削

減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
今
回
の
県
病

病
床
の
削
減
（
一
般
病
床
10
床
）
は
そ

の
一
環
で
す
。
地
域
医
療
構
想
は
、
今

後
「
病
床
数
の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
」

と
し
て
い
る
が
、
診
療
報
酬
の
差
（
肺

ガ
ン
入
院
６
日
間
と
30
日
の
場
合
37
万

円
の
差
）
に
よ
っ
て
病
院
は
早
目
に
退

院
を
迫
る
こ
と
に
な
り
、
患
者
本
人
も

家
族
も
途
方
に
く
れ
る
こ
と
に
な
る
。

そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
国
の
法
律
に
基
づ
く
教
職
員

の
定
数
が
削
減
さ
れ
ま
す
。（
小
・
中
・

高
・
特
支
１
６
６
人
）
す
わ
議
員
は
、

い
じ
め
や
教
職
員
の
多
忙
化
解
消
へ
少

人
数
学
級
の
拡
充
こ
そ
必
要
で
、
国
へ

の
働
き
か
け
を
強
め
る
こ
と
、
同
時
に

県
独
自
の
制
度
の
拡
充
を
求
め
ま
し

た
。
教
育
長
は
「
全
国
教
育
長
協
議
会

で
定
数
改
善
を
求
め
て
き
た
」
独
自
の

制
度
も
「
な
る
べ
く
早
い
解
決
へ
検
討

し
て
い
く
」
と
答
え
ま
し
た
。

　

空
港
有
料
道
路
の
建
設
費
61
億
円

は
、市
中
銀
行
等
か
ら
の
借
入
で
す
が
、

こ
の
30
年
間
の
利
息
は
28
億
円
。
更
に

10
年
延
長
で
１
・
４
億
円
の
利
息
が
発

生
し
、
す
べ
て
利
用
者
負
担
で
す
。
空

港
を
は
さ
む
幹
線
道
路
と
す
る
な
ら
、

通
常
の
計
画
道
路
と
し
て
建
設
し
て
い

れ
ば
負
担
も
な
く
利
用
者
を
一
気
に
広

げ
経
済
的
に
も
役
立
つ
こ
と
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

国
は
、「
も
ん
じ
ゅ
」
を
廃
炉
に
し

高
速
実
証
炉
を
開
発
す
る
と
言
い
出
し

た
。
そ
の
理
由
に
、
高
レ
ベ
ル
廃
棄
物

の
減
容
化
（
核
変
換
）
を
あ
げ
て
い
る
。

す
わ
議
員
は
、
そ
れ
な
ら
な
ぜ
、
そ
の

技
術
開
発
を
待
た
な
い
の
か
、
高
レ
ベ

ル
放
射
性
廃
棄
物
を
ガ
ラ
ス
で
な
く
シ

ン
ロ
ッ
ク
を
使
う
べ
き
だ
と
主
張
し
て

き
た
が
、
国
も
事
業
者
も
聞
く
耳
を
も

た
ず
見
切
り
発
車
を
し
て
き
た
し
、
原

子
力
研
究
開
発
機
構
は
、
批
判
的
意
見

を
言
う
研
究
者
を
排
除
し
て
き
た
歴
史

が
あ
る
。
そ
れ
が
「
も
ん
じ
ゅ
」
を
台

無
し
に
し
、
福
島
原
発
事
故
を
起
こ
し

た
要
因
と
強
調
し
ま
し
た
。
県
か
ら
は

ま
と
も
な
答
弁
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

原
子
力
に
は
、
原
子
炉
等
を
扱
う
原

子
力
科
学
と
放
射
線
医
学
を
扱
う
生
物

科
学
が
あ
り
、
県
が
設
置
す
る
量
子
科

学
セ
ン
タ
ー
は
、
主
に
放
射
線
医
学
を

扱
い
、東
北
大
学
、岩
手
医
科
大
学
等
の

教
授
や
医
学
生
が
研
究
し
ま
す
。
原
子

力
産
業
協
会
の
就
職
説
明
会
に
は
、
２

０
１
０
年
１
、９
０
３
人
、２
１
０
３
年

４
２
０
人
と
激
減
。原
子
力
科
学
は
、深

刻
な
人
材
不
足
に
陥
っ
て
い
る
こ
と
を

真
剣
に
考
え
る
よ
う
指
摘
し
ま
し
た
。

見切り発車してきた責任（もんじゅ廃止、減容・有害度の低減化、深刻な人材不足）
県病ベッド削減、教職員の削減、空港有料道路
見切り発車してきた責任（もんじゅ廃止、減容・有害度の低減化、深刻な人材不足）
県病ベッド削減、教職員の削減、空港有料道路
見切り発車してきた責任（もんじゅ廃止、減容・有害度の低減化、深刻な人材不足）
県病ベッド削減、教職員の削減、空港有料道路

保育士の処遇改善、難病
対策、港湾用地の売却
保育士の処遇改善、難病
対策、港湾用地の売却
保育士の処遇改善、難病
対策、港湾用地の売却

基地の機能強化、中核病院の撤回を、乳幼児医療費助成の
拡充を、喫煙防止対策、中・高校の部活、環境影響評価…拡充を、喫煙防止対策、中・高校の部活、環境影響評価…拡充を、喫煙防止対策、中・高校の部活、環境影響評価…

聞
く
耳
を
も
た
な
か
っ
た

聞
く
耳
を
も
た
な
か
っ
た

聞
く
耳
を
も
た
な
か
っ
た

聞
く
耳
を
も
た
な
か
っ
た

原
子
力
科
学
は
減
少
へ

原
子
力
科
学
は
減
少
へ

原
子
力
科
学
は
減
少
へ

原
子
力
科
学
は
減
少
へ

少
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学
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充
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そ

少
人
数
学
級
の
拡
充
こ
そ

少
人
数
学
級
の
拡
充
こ
そ

少
人
数
学
級
の
拡
充
こ
そ

診
療
報
酬
に
差
も
ち
こ
む

診
療
報
酬
に
差
も
ち
こ
む

診
療
報
酬
に
差
も
ち
こ
む

診
療
報
酬
に
差
も
ち
こ
む

す
べ
て
利
用
者
負
担
に

す
べ
て
利
用
者
負
担
に

す
べ
て
利
用
者
負
担
に

す
べ
て
利
用
者
負
担
に
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追加議案に対する質疑を
行う松田議員（3月9日）

一般質問を行う安藤議員（3月3日）

グ
ロ
ーー
バ
ルル
ホ
ー
ク
・

ＦＦ
――
33553355
Ａ
配配
備
に
反
対
をを

Ａ
配配
備
に
反
対
をを

グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
・

Ｆ
―
35
Ａ
配
備
に
反
対
を

グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
・

Ｆ
―
35
Ａ
配
備
に
反
対
を

弘
前
市市
立
病病
院
存存
続
で

弘
前
市市
立
病病
院
存存
続
で

救
急急
医
療療
体
制制
構
築
をを

救
急急
医
療療
体
制制
構
築
をを

弘
前
市
立
病
院
存
続
で

　

救
急
医
療
体
制
構
築
を

弘
前
市
立
病
院
存
続
で

　

救
急
医
療
体
制
構
築
を

中
・
高高
校
のの
行
き
過
ぎ
たた

中
・
高高
校
のの
行
き
過
ぎ
たた

運
動
部部
活
動動
の
是
正
を

運
動
部部
活
動動
の
是
正
を

中
・
高
校
の
行
き
過
ぎ
た

運
動
部
活
動
の
是
正
を

中
・
高
校
の
行
き
過
ぎ
た

運
動
部
活
動
の
是
正
を

中
学
生生
の

中
学
生生
の

自
衛
隊隊
体
験験
入
隊隊
禁
止
をを

自
衛
隊隊
体
験験
入
隊
禁
止
をを

中
学
生
の

自
衛
隊
体
験
入
隊
禁
止
を

中
学
生
の

自
衛
隊
体
験
入
隊
禁
止
を

乳
幼
児児
等
医医
療
費費

乳
幼
児児
等
医医
療
費費

助助
成
制制
度
の
拡
充
をを

助助
成
制制
度
の
拡
充
をを

乳
幼
児
等
医
療
費

　
　

助
成
制
度
の
拡
充
を

乳
幼
児
等
医
療
費

　
　

助
成
制
度
の
拡
充
を

県
立
つつ
く
しし
が
丘
病
院
もも

県
立
つつ
く
しし
が
丘
病
院
もも

全
面
禁禁
煙
にに

全
面
禁禁
煙
にに

県
立
つ
く
し
が
丘
病
院
も

全
面
禁
煙
に

県
立
つ
く
し
が
丘
病
院
も

全
面
禁
煙
に

風
力
・
太
陽陽
光
発
電
の

風
力
・
太
陽陽
光
発
電
の

環
境境
影
響響
評
価価
を
問
うう

環
境境
影
響響
評
価
を
問
うう

風
力
・
太
陽
光
発
電
の

　

環
境
影
響
評
価
を
問
う

風
力
・
太
陽
光
発
電
の

　

環
境
影
響
評
価
を
問
う

日
本
原原
燃
のの

日
本
原原
燃
のの

保
安安
規
定定
違
反
を
問
うう

保
安安
規
定定
違
反
を
問
うう

日
本
原
燃
の

　

保
安
規
定
違
反
を
問
う

日
本
原
燃
の

　

保
安
規
定
違
反
を
問
う

　

米
軍
三
沢
基
地
は
、「
ミ
サ
イ
ル
防

衛
シ
ス
テ
ム
」
の
一
翼
を
担
い
、
有
事

の
際
に
は
真
っ
先
に
攻
撃
さ
れ
る
危
険

性
が
あ
り
ま
す
。
航
空
自
衛
隊
三
沢
基

地
に
は
、
核
も
搭
載
で
き
る
Ｆ
-35
Ａ

ス
テ
ル
ス
戦
闘
機
２
機（
３
６
０
億
円
）

と
無
人
偵
察
機
グ
ロ
ー
バ
ル
ホ
ー
ク
３

機
の
配
備
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
基
地

機
能
強
化
に
反
対
す
べ
き
と
質
し
ま
し

た
。

　

２
０
０
７
年
か
ら
国
の
「
公
立
病
院

改
革
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
よ
り
、
９
７

３
あ
っ
た
公
立
病
院
は
８
９
２
と
な
り

ま
し
た
。
し
か
し
、
弘
前
市
は
明
確
に

「
現
状
を
維
持
し
て
２
次
医
療
救
急
病

院
と
し
て
受
け
入
れ
体
制
の
確
保
」
を

示
し
て
き
た
の
で
す
。
国
は
２
０
１
５

年
に
再
び
「
新
公
立
病
院
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
で
再
編
を
迫
っ
て
い
ま
す
が
、
屈

す
る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

子
ど
も
の
貧
困
が
社
会
問
題
に
な
る

中
、都
道
府
県
段
階
で
も
外
来
で
６
県
、

入
院
で
13
県
が
中
学
生
ま
で
無
料
化
し

て
い
る
こ
と
や
、
県
内
で
も
28
市
町
村

が
中
学
生
ま
で
、
５
市
町
村
が
高
校
生

ま
で
何
ら
か
の
無
料
化
を
実
現
し
て
い

る
こ
と
を
示
し
、
県
の
無
料
化
年
齢
引

き
上
げ
を
求
め
ま
し
た
。
県
は
補
助
基

準
拡
充
で
財
政
力
の
弱
い
市
町
村
へ
影

響
す
る
と
の
理
由
で
現
状
維
持
と
し
ま

し
た
。

　

県
内
の
公
立
病
院
の
中
で
建
物
内
・

敷
地
内
禁
煙
で
な
い
の
が
、
当
病
院
た

だ
一
つ
で
あ
る
こ
と
、
精
神
疾
患
患
者

に
と
っ
て
も
喫
煙
は
健
康
被
害
が
大
き

い
と
指
摘
。
病
院
局
長
は
「
昨
年
10
月

外
来
ホ
ー
ル
の
喫
煙
室
を
閉
鎖
し
基
本

的
に
敷
地
内
禁
煙
と
し
た
。
閉
鎖
病
棟

に
限
り
喫
煙
室
を
継
続
し
た
が
、
30
年

度
に
は
全
面
敷
地
内
禁
煙
を
目
指
す
」

と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

今
議
会
の
一
般
質
問
は
安
藤
議
員
が
10
項
目
に
わ

た
っ
て
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
質
問
に
入
る
前
の
所

感
で
、
南
ス
ー
ダ
ン
Ｐ
Ｋ
Ｏ
部
隊
の
日
報
の
一
部
が
公

表
さ
れ
、
首
都
ジ
ュ
バ
で
昨
年
７
月
に
２
７
０
人
以
上

の
死
者
が
出
た
状
況
を
、
こ
れ
ま
で
「
衝
突
」
と
し
て

き
た
が
「
戦
闘
」
と
記
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に

な
り
、
停
戦
合
意
な
ど
Ｐ
Ｋ
Ｏ
参
加
５
原
則
が
守
ら
れ

て
い
な
い
以
上
第
９
師
団
等
の
撤
収
を
強
く
求
め
る

べ
き
と
訴
え
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は「
原
因
究
明
と
し
て
は
不
十
分
、結
婚
・

出
産
・
子
育
て
を
妨
げ
て
い
る
政
治
・
社
会
の
ゆ
が
み

を
正
す
こ
と
が
必
要
」
と
批
判
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、「
県
が
平
成
８
年
度
か
ら
取
り
組
ん

で
き
た
県
歴
史
編
纂
事
業
が
29
年
度
で
終
了
予
定
。
収

集
し
た
史
資
料
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
概
要
に
つ
い
て
伺
い

た
い
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
環
境
生
活
部
長
は
、「
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
県
民
が
手
軽
に
調
べ
ら
れ
る
シ
ス
テ

ム
で
、
県
民
の
ニ
ー
ズ
に
こ
た
え
ら
れ
る
」
と
答
弁
。

松
田
議
員
は
「
こ
の
機
会
に
文
書
館
を
つ
く
り
、
県
内

市
町
村
の
モ
デ
ル
に
な
り
、
市
民
に
公
開
、
利
活
用
を

す
す
め
て
欲
し
い
」
と
要
望
し
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
「
公
表
さ
れ
た
国
保
料
の
試
算
に
つ
い

て
の
考
え
方
と
平
成
30
年
度
に
お
け
る
保
険
料
の
算

定
」
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
健
康
福
祉
部
長
は
「
今

回
の
試
算
は
変
わ
り
得
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
試
算

を
重
ね
、
平
成
30
年
度
当
初
予
算
編
成
の
参
考
に
資
す

る
よ
う
に
進
め
て
い
く
」
と
答
弁
。
松
田
議
員
は
「
独

自
の
繰
り
入
れ
で
保
険
料
を
抑
え
て
い
る
市
町
村
へ
保

険
料
ア
ッ
プ
の
圧
力
に
な
ら
な
い
よ
う
」
意
見
・
要
望

を
述
べ
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、
来
年
度
か
ら
の
学
習
指
導
要
領
の
改

訂
に
伴
っ
て
行
わ
れ
る
小
学
校
外
国
語
教
育
の
充
実
に

つ
い
て
「
外
国
語
教
育
に
係
る
授
業
時
数
の
増
加
に
よ

り
、
授
業
準
備
の
時
間
が
取
れ
な
い
等
の
問
題
に
ど
う

対
応
し
て
い
く
の
か
」
と
質
問
。

　

教
育
長
は
「
年
間
35
単
位
時
間
の
増
加
と
な
る
。
夏

季
・
冬
季
の
長
期
休
業
期
の
ま
と
め
ど
り
や
、
15
分
ず

つ
週
３
回
指
導
等
が
中
央
教
育
審
議
会
答
申
で
示
さ
れ

て
い
る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

松
田
勝
議
員
は
、「
人
口
減
少
問
題
を
解
決
す
る
た

め
に
は
、そ
の
要
因
を
明
ら
か
に
し
て
取
り
組
む
こ

と
が
大
切
」と
指
摘
し
、「
県
と
し
て
本
県
の
人
口
減

少
の
要
因
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
」質
問
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
企
画
政
策
部
長
は
「
社
会
減
に

つ
い
て
は
卒
業
に
伴
う
就
職
、
就
学
に
よ
る
転
出
」

「
自
然
減
に
つ
い
て
は
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で
の
女
性

の
減
少
に
よ
り
出
生
数
減
少
」
と
答
弁
。

人
口
減
少
の
原
因
究
明
は

県
史
資
料
の
保
存
・
活
用
の
充
実
を

小
学
校
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

保
険
料
抑
制
の
市
町
村
へ
支
援
を

予算特別委員会から予算特別委員会から予算特別委員会から

予算案に対する質疑を行う
松田議員（3月14日）

議案に対する質疑を行う
すわ議員（3月10日）

疾
患
の
患
者
、
家
族
は
苦
し
い
病
気
と

闘
い
な
が
ら
医
療
費
の
負
担
軽
減
な
ど

を
政
治
に
求
め
て
い
る
」
と
述
べ
、
県

の
難
病
対
策
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し

た
。

　

健
康
福
祉
部
長
は
「
助
成
制
度
の
運

用
、
医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
事
業
、

患
者
、家
族
へ
の
相
談
等
進
め
て
い
る
」

と
答
弁
。
松
田
議
員
は
「
医
療
費
助
成

を
さ
ら
に
改
善
す
る
よ
う
」
要
望
。

　

松
田
議
員
は
、「
海
洋
ご
み
は
、環
境
・

船
舶
の
航
行
・
漁
業
な
ど
に
否
定
的
影

響
大
」
と
指
摘
、
海
洋
漂
着
物
対
策
に

つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　

環
境
生
活
部
長
は
「
平
成
29
年
度
は

海
岸
漂
着
物
の
回
収
処
理
実
施
の
18
市

町
村
に
１
億
４
百
万
の
補
助
金
を
交
付

予
定
、
さ
ら
に
ご
み
発
生
抑
制
の
啓
発

を
図
っ
て
い
く
」
と
答
弁
。

　

松
田
議
員
は
「
国
へ
財
政
拡
充
を
求

め
る
こ
と
。
全
国
下
位
レ
ベ
ル
に
あ
る

本
県
の
ご
み
減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
発

生
源
対
策
の
強
化
」
を
求
め
ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、「
港
湾
関
連
企
業
な

ど
へ
の
大
湊
港
及
び
八
戸
港
に
お
け
る

港
湾
用
地
の
売
却
状
況
」
を
質
問
、
こ

れ
に
対
し
、「
八
戸
港
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ

ン
ド
地
区
の
売
却
率
60
％
」と
の
答
弁
。

　

松
田
議
員
は
「
第
三
セ
ク
タ
ー
八
戸

港
貿
易
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
と
用
地
も
今
、

八
戸
市
が
売
り
に
出
し
て
い
る
。
こ
れ

は
県
の
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
整
備
事
業

と
一
体
で
行
わ
れ
て
き
た
も
の
。
今
後

八
戸
市
と
連
携
し
て
早
期
売
却
に
向
け

て
努
力
し
て
欲
し
い
」
と
意
見
を
述
べ

ま
し
た
。

　

松
田
議
員
は
、「
国
の
補
正
予
算
で

介
護
職
員
や
保
育
士
の
処
遇
改
善
は
先

送
り
」
と
指
摘
し
、
県
の
補
正
予
算
に

計
上
さ
れ
た
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
内

容
を
質
し
ま
し
た
。

　

健
康
福
祉
部
長
か
ら「
平
均
１
・
３
％

の
改
善
」
と
答
弁
。
松
田
議
員
は
「
処

遇
改
善
に
は
程
遠
い
」
と
批
判
し
ま
し

た
。

　

松
田
議
員
は
、「
難
病
や
長
期
慢
性

保
育
士
処
遇
改
善
に
程
遠
い

難
病
対
策
の
拡
充
を

海
岸
漂
着
物
対
策
の
拡
充
を

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
売
却
率
60
％

　

運
動
部
活
動
の
過
酷
な
練
習
は
生
徒

に
も
指
導
す
る
教
員
に
も
大
き
な
弊
害

を
生
み
出
す
こ
と
。
文
部
科
学
省
が
１

月
に
中
学
校
運
動
部
部
活
に
つ
い
て

「
休
養
日
を
適
切
に
設
定
す
る
よ
う
求

め
る
通
知
」
を
出
し
た
こ
と
を
紹
介
し

是
正
を
求
め
ま
し
た
。
教
育
長
は
「
ス

ポ
ー
ツ
庁
が
来
年
度
策
定
予
定
の
運
動

部
活
動
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
注
視
し
市

町
村
教
育
委
員
会
と
連
携
し
指
導
す

る
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
職
場
体
験

先
と
し
て
、
中
学
生
が
自
衛
隊
を
選
ぶ

場
合
が
あ
る
（
青
森
市
19
校
中
13
校
）

が
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
諸
条
約
第
２
追
加
議

定
書
で
、
15
歳
未
満
の
児
童
に
自
衛
隊

の
訓
練
を
体
験
さ
せ
る
こ
と
は
禁
止
さ

れ
て
い
る
の
で
対
象
か
ら
は
ず
す
べ
き

と
質
し
ま
し
た
。教
育
長
は「
採
用
や
敵

対
行
為
の
為
の
練
習
で
は
な
く
、
心
身

の
調
和
の
と
れ
た
発
達
を
図
る
た
め
の

も
の
で
条
約
に
違
反
し
な
い
」
と
答
弁

し
ま
し
た
。

　

県
内
で
多
い
所
で
60
基
の
風
車
の
設

置
や
、
東
京
ド
ー
ム
24
個
分
相
当
の
太

陽
光
発
電
所
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、
環

境
へ
の
影
響
を
質
し
ま
し
た
。
環
境
生

活
部
長
は
「
風
力
発
電
所
は
、
23
年
よ

り
法
律
で
環
境
影
響
評
価
が
義
務
づ
け

ら
れ
、
37
件
手
続
き
が
な
さ
れ
、
５
件

終
了
し
た
。鳥
類
へ
の
影
響
回
避
の
為
、

渡
り
鳥
の
飛
行
経
路
で
は
設
置
数
を
減

少
さ
せ
る
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。
太
陽

光
発
電
所
は
法
の
対
象
外
だ
が
、
50
ヘ

ク
タ
ー
ル
以
上
の
土
地
の
造
成
の
場
合

は
、事
業
場
用
地
造
成
事
業
に
該
当
し
、

環
境
影
響
評
価
が
必
要
。
現
在
１
件
手

続
き
中
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。

　

原
子
力
規
制
庁
か
ら
指
摘
さ
れ
た
保

安
規
定
違
反
４
件
に
つ
い
て
質
す
と
、

知
事
は
「
極
め
て
遺
憾
。
安
全
文
化
を

図
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
だ
と
強
く
求

め
た
」
と
答
弁
し
ま
し
た
。
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